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夜
行
の
易
経
一
を
形
成
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
昔
、
主
人
が
物
の
宜
し
さ
に
象
っ
て
作
つ
に

j二

争

ZAT

、

w
Z
♂
J
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ふ
象
と
笠
ハ
の
日
認
の
ふ
一
口
凶
を
説
明
し
て
ゐ
る
野
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-

と
の
二
つ
、
及
び
比
の
二
つ
に
抑
制
し
て
解
鰐
を
加
へ
七
体
文
と
で
ゐ
る
。
縫
っ
て
象
?
と
辞
と
は
易
経
最
大
の

し)

E
J
の
り
、
之

中
か
ら
抜
汎
し
て
論
じ
て
行
く
の
は
大
勢
意
義
の
み
の
る
事
で
る
ら
う
と
忠
ふ
。

そ
こ
で
繋
辞
侍
山
中
に
M
M
ひ
ら
れ
て
ゐ
る

s -，'、

は
「
交
蘇
」
を
お
す
の
に

な
拐
す
の
で
あ
り
，
続
又

r 
A、

は

ふ
こ
と
を
明
か
に
し
七
い
。
(

r-". 

二
ヘ
γ

二倍習いじ
-
j

i
e
E
「
i
v

丘
じ

ぞ
間
引
か
に
し
、
(
一
一
…
)
愛
者
或
卦
或
λ
え
か
ら

(
六
〉
古
凶

で
に
於
て
も
此
?
と
関
係
の
め
る
諸
現
に
論
及
し
、
最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
を
、
(
七
)
鈴
論
と
し
て
…
…

に
分
っ
て
扱
つ

γ
二
プ
き
だ
バ
o

'

/

J

1

3

均

i
d

，、

立七
0) 

の
制
収
燦
は
第
つ
い
一
思
想
の
上
か
ら
で
あ
り
、
第
ご
は
文
章
の
構
成
の
上
か
ら
で
ゐ
る
。

-
3
V
人
一
]
晴
、
?
"
ノ
プ
ッ
い
し
)
二
〉
〉

A-"
は
子
治
?
と
お
ハ
一
ゴ
，
と
じ
が
ー
ユ
μ
ら

で
あ
る
。
第
一
の
燃
は
関
翁
第
一
に
コ
大
傘
地
専
、
乾
坤
先
夫
ぷ
と
か
「
界
一
品
以
段
、
貴
州
問
佼
尖
己
と
か
と
天
と
地
、
乾
と
均
、
キ
と
お
惨

究
ー
と
践
と
い
ム
閉
山
に
繋
辞
体
中
に
妖
々
と
し
て
流
れ
て
ゐ
る
の
は
此
の
ご
元
思
想
で
み
る
。
隠
っ
て
此
の
侍
中
に
別
び
ら
れ
て
ゐ
る
「
象
・

俳
」
も
約
一
射
し
仁
二
つ
の
も
の
と
し
て
対
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
p

と
見
よ
う
と
い
ふ
の
で
ゐ
る
円
-
此
の
事
は
お
副
議
も
古
河
口
仰
の
中
に
「
設
卦
凡
以

卦
関
門
A
丸
一
一
大
和
艶
」

L
」
述
べ
て
ゐ
る
。
此
の
一
説
卦
は
後
続
分
る
こ
主
で
あ
る
が
繋
辞
体
な
お
し
て
ゐ
る
も
の
で
ゐ
る
。
大
問
鈎
川
慨
も
「
然
辞

相
約
繋
辞
判
例
」

'-y・4
述
べ
て
ゐ
る
。
第
二
の
黙
に
就
て
述
べ
る
こ
と
が
此
の
小
文
の
主

で
ゐ
る
。
此
に
就
て
は
各
頃
日

っ
て
述

ぺ
て
ん
行
き
に
い
。

江
戸
の
方
法
と
し
て
は
陣
約
と
淡
一
線
と
の
方
法
に
銭
る
の
が

隊
一
貨
に
と
忍
ふ
か
ら
出
来
る
に
け
そ
れ
に
擦
り
仁
い
。
此
の
論
は
大
出
鈎

y¥、
か
え
〉

'FL
叫こ

刀
人

'ivjp日
d
一
人
慣
れ
る
事

:
1
{
i
(
f
j
v
!
 

城
の
「
繋
僻
一
洋
説
」
が
本
に
な
っ
て
ゐ
る
魚
、
此
ほ
に
絞
っ
て
引
用
す
る
錦
抜
の
獄
は

に
ゐ
る
も
の
で
の
り
‘

の
多
い
の
も
止
り
合
符
な
い
事
で
み
ら
う
。
叉
此
ほ
に
川
ひ
る
体
文
の

は
、
色
々
問
題
も
み
ら
う
げ
れ
ど
も
.
使
史
上
朱
予
の
「
同
日
訓

本
義
」
の
限
分
に
従
ひ
た
い
。

ハ
一
〉

圭ト

象

一持

R
M
L
f
i
l
v
s、
て
3
4
B

X
オ
メ
イ

s
-
K
3
7
1
J
ι
g
p今

壱
会
主
、
切
主
。

l
i
Jト
.
1
J
Y
仏
吋
，
ぺ
」



朱
子
日
、
日
終
卦
之
袋
、

如
続
卦
所
列
者
。

錦
減
目
、
公
卦
象
。

健
JI[反
動
認

ゑ
北
ハ
物
笠
場
。

術
品
物
ぬ
礼
者
、

れ

4
1
d
b
t
Z
生

3
'じ
ュ

ζ
1一

古
寺
i
川

市

約

イ

ん

キ

4
.
d
d
お

此
の
象
が
卦
級
制
で
め
p

る
こ
と
は
改
め
て
枕
mw

し
な
い
で
み
の
ら
う
。
孔
寂
訟
も
「
六
十
円
卦
、

U
-
話
者
陪
字
、

子

I
布
市
シ
2
1
n

羽
i
l
b
r

一

ひ

象
北
ハ
物
究
也
u

象
セ
廷
に
寸
前
六
十
円
卦
、
先
場
d

• 

八
卦
成
列
、
泊
以
在
北
パ
中
山
犬
。
ハ
下
総
第
二
日
十
)

て
る
一
つ
の
布
力
な
例
で
め
る
。

っ
て
ゐ
る
。

は
之

朱
一
千
日
、
象
潟
卦
之
形
機
也
。

錦
城
日
‘
象
卦
象
。(一一〉

交

語字

語字

• 

翠
人
有
以
見
天
下
之
動
壱
国
税
共
脅
迫
、
以
行
北
ハ
典
問
、
繋
辞
…
一
お
以
衛
兵
吉
凶
o
n見
故
調
之
夫
。
(
上
策
第
八
章
第
十
二
軍
〉

孔
穎
…
巡
回
、
既
奴
一
北
ハ
一
合
述
、
弱
行
北
ハ
典
館
、
以
定
交
之
通
媛
、
市
川
仙
一
一
…
百
八
十
四
交
。
於
此
交
下
、
繋
磁
文
能
。

交
と
続
と
上
下
照
臆
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
っ
て
見
れ
ば
、
此
の
辞
が
交
辞
を
拐
す
こ
と
は
秘
め
て
明
瞭
で
あ
ら
う
。

戸-93町一

象
・
と
鮮
と
初
詣
し
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
、
象
又
は
辞
の
み
J
M
4

一
切
躍
し
て
述
べ
る
こ
と
は
非
常
に
同
数
で
ゐ
る
。
二
つ
併
行
さ
せ
て
論

じ
に
い
ρ

此
に
就
で
は
錦
披
は
友
の
如
く
度
々
之
を
述
べ
て
ゐ
る
。

凡
繋
辞
中
、
一
一
一
一
口
繋
辞
、
一
…
一
一
日
辞
.
比
四
指
交
齢
、
無
卦
齢
者
。

内
定
卦
一
象
之
日
課
、
交
辞
之
愛
、
針
食
品
一
一
向
者
也
。
至
若
卦
象
辞
籾
器
、
象
象
交
相
器
、
象
的
僻
務
相
皆
、
期
亦
如
紛
然
市
無
統
然
。
磁
然
嬰
之
、

一
象
台
間
卦
辞
，
袋
一
戸
時
卦
象
。
は
死
一
一
烈
場
。
辞
一
一
一
一
n
交
辞
、
持
俊
一
一
一
一
口
交
襲
。
是
一
一
知
也
。
其
判
然
一

mA比
一
郎
、
象
交
祁
封
者
、
間
不
可
符
而
乱
一
治
Q

」

蘇
芳
一
交
齢
出
情
。
象
者
卦
象
也
。
是
此
第
之
総
例
山
山
リ
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「
此
篇
」
は
勿
論
繋
辞
体
上
下
位
斜
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

按
易
中
、
卦
布
象
、

λ
丸
十
少
有
象
。
卦
有
尉
断
、
ゑ
亦
有
辞
。
機
然
此
体
中
、
一
一
一
一
n
ゑ
毘
卦
・
一
一
一
一
口
辞
麗
夫
。
卦
之
象
、
交
之
齢
、
判
然
杓
封
、
不

?
3
1
d
4
1
4
ト
ぃ
e
.
2
3
q
J

一
将
司
荘
り
汗
《

「
此
体
」
亦
繋
辞
俸
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

か
う
い
ふ
前
訟
の
下
に
用
例
を
穆
げ
て
説
明
し
、
疑
は
し
い
所
を
解
決
し
て
行
き
七
い
。

・

'

桜
天
下
之
践
者
存
乎
卦
，
鼓
天
下
之
勤
者
存
乎
肘
断
。
(
上
籍
第
十
二
章
〉

.• 

終
段
伯
日
、
辞
式
辞
也
。

'

a
，
 

.

.

 

米
子
日
、
卦
印
象
也
。
綜
邸
交
也
。

.

.

.

.

.

 

，
a

，

.

 

錦
城
日
、
卦
邸
卦
之
象
u

u

餅
邸
凡
人
之
続
。

此
は
韓
民
的
、
朱
子
共
に
一
致
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
孔
穎
一
践
の
み
は
「
勤
有
得
失
、
存
交
卦
之
辞
じ
と
、
述
べ
て
ゐ
る
。
併
し

品
事

乍
ら
先
に
引
加
し
七
上
総
第
八
章
、
第
十
一
一
の
文
中
、
防
明
日

に
場
し

動
が
え
に

し
仁
の
に
よ
っ
て
明
か
で
ゐ
り
、

7
、、
A

a

p

炉

y
h
A
-
e
i
i
J

i
J
:
:
i
 

コ
〆
ー
l
B
P
E
4
1
a
F

《

1
2
F

ひ
で
あ
る
か
ら
、
下
に
肱
宇
る
も
の
が
凡
人
で
ゐ
る
べ
き
は

定
構
成
の
上
か
ら
常
然
考
へ
て
よ
い
事
仁
左
芯
ふ
。

一
一
日
天
下
之
一
金
額
所
不
可
思
也
。
ハ
上
務
第
八
章
〉
i
卦

Y
i
A大

E 
一
一
行
天
下
之
…
唯
一
勧
間
不
可
乱
也
。
〈

J

4

3

3

し

?

、

)
'
h
1
・
・
弘
、

p'

出
品
μ

ぞ
れ
/
t
¥
千
C

圭
み
て
い
似
る
こ
?ζ

e

・
e

・

-

-

部
品
入
試
卦
概
象
、
繋
緋
一
治
問
問
吉
凶
。
(

L
し
'
噌
れ
も

"
'
F
人'ロ・
'

F
汀
学
4
W
F
p
b

備

』
仁
左

τド
ι59Jパ
先
駆
ゲ
カ
一

っ
て
ゐ
る
。
米
子
部

て〉

H 

〉

t
i
c
z
j
￥

7

〉

'
7

c
m
w
'
m句
会

v
i
d
t
v
mノ

ひ
、
叉
「
繋
J

励
行
問
之
ぃ
丸
川
断
於
札
M
O
〈
之
下
己

之
ιし
)

主

s
f
7
h
s
z一之
γ

l
・
旦
ペ
レ
ポ
川
隊
長
{
土
よ

J
d
混同

て
ゐ
る
。
前
一
一
者
よ
り
は
主

JC
未
亡

7
'
J
A
1
4
L
Fド
J
o
一
色
壮
一
く
よ
'
ふ
る
の
区
一

間
き
ょ
露
υだ
し

}

封

〆

可

f
y

と
し
七
い
の
併
し
乍
ら
卦
と
袋
、
線
刻
附
が
と
す
凶
の
二
つ
に
な
り
、
上
JC
卦
、
下
ぞ
夫
会
見
る
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べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。• 

象
者
昔
日
乎
象
者
也
。
凡
人
者
一
一
一
口
乎
費
者
也
。

斡
民
一
伯
臼
、
象
秘
主
一
卦
之
義
也
。

米
子
問
、
象
諮
卦
俳
文
千
一
所
作
者
。
パ
北
部
支
僻
別
公
所
作
者
。
象
拘
会
問
問
…
一
目
、
経
将
一
節
而
ザ
一
向
。

来
波
日
‘
象
者
系
卦
之
肋
断
、
如
乾
日
一
冗
亭
利
点
、
是
也
。
交
者
系
え
之
辞
.
如
乾
初
九
日
務
部
勿
用
、
是
也
。
(
周
易
経
索
活
解
)

錦
城
向
、
象
卦
僻
。
象
八
卦
之
象
。
交
交
辞
。
務
ム
ハ
交
之
襲
。

••.••• 

八
卦
成
列
、
象
校
一
北
ハ
中
山
火
Q

関
市
軍
一
之
、
夫
在
北
山
中
尖
リ
間
柔
和
数
、
愛
丘
北
ハ
中
央
J

臨
調
僻
沼
市
命
之
、
動
点
先
山
中
尖
。
(
下
篇
第
一
章
)

務
疑
的
一
日
.
繋
辞
潟
市
断
共
有
凶
、
汎
之
六
月
大
動
以
過
時
者
也
。
;
溺
時
之
ぬ
別
存
之
交
辞
。

孔
綴
漣
到
、
趨
時
之
功
刻
存
乎
交
齢
者
、
卦
者
時
也
。
六
交
布
一
一
卦
之
中
、
各
以
溜
詮
時
之
所
笠
‘
以
立
功
也
。
欲
知
瀦
設
時
之
功
川
、

観
乎
交
僻
也
。

鈴
減
問
、
州
側
柔
卦
、
時
総
否
泰
剥
復
之
鐙
.
辞
λ
大
辞
、
動
済
見
飛
躍
之
動
。

•• 

此
の
中
、
苓
泰
剥
俊
之
援
と
は
卦
の
序
列
に
務
Jf
受
け
る
に
否
守
以

τし
、
剥
を
受
け
る
に
復
を
以
て
す
る
卦

ω
愛
化
を
指
す
も
の
で
ゐ

.••• 

る
。
潜
見
飛
路
之
勤
と
は
乾
の
卦
の
中
、
初
九
務
龍
勿
剤
、
九
二
見
龍
在
問
、
九
問
戎
路
在
湖
、
九
五
飛
治
在
天
を
以
て
交
の
愛
化
合
一
不
し

に
も
の
で
あ
る
。
此
等
を
瀬
序
を
一
つ
宛
替
へ
て
、
否
泰
制
約
復
、
潜
見
飛
躍
と
一
一
詰
ふ
の
で
あ
る
。
此
章
色
目
裁
と
矧
柔
ハ
愛
)
含
卦
に
蕗
せ
し
め
.

交
'
と
繋
m
M
〈
動
〉
な
一
つ
に
し
七
ら
意
味
が
明
践
で
み
の
る
。
主
宗
悠
も
此
の
繋
辞
を
交
僻
と
し
て
扱
っ
て
ゐ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
米
子
が
、

「
附
柔
古
一
致
収
共
中
突
。
関
柔
和
推
碍
卦
凡
人
之
愛
往
来
交
鈴
，
然
不
可
丸
。
主
人
間
北
ハ
如
此
、
市
品
川
繋
之
辞
、
以
命
共
吉
凶
、
刻
占
者
所
経

営
勤
之
交
象
亦
不
出
乎
此
尖
じ
と
訪
日
っ
て
ゐ
る
の
は
賛
成
出
来
な
い
。

湾
市
大
者
お
乎
卦
・
熔
吉
凶
宥
存
乎
辞
。
(
上
篤
第
一
一
一
章
〉

、、

韓
一
底
的
則
一
は
「
藤
久
肺
野
也
。
」
と
註
し
て
ゐ
る
が
、
孔
穎
謹
は
此
γ
い
封
し
、
「
語
辞
明
卦
之
興
凡
人
之
官
郎
、
存
乎
卦
久
下
之
言
辞
冶
H

克
也
Q
L
r

と
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ひ
路
っ
て
「
一
五
辞
え
辞
也
者
，
立
ハ
資
計
一
之
山
県
凡
人
、
皆
有
廿
一
パ
説
。
知
是
え
齢
者
、
料
礼
山
町
齢
繁
ル
仰
少
、
交
口
跡
一
斑
ル
仰
多
。
此
経
常
吉
凶
訴
存
乎
際
‘

興
持
小
大
者
存
乎
卦
，
二
女
約
針
。
上
俊
一
石
卦
、
故
此
僻
忽
λ
大
鰐
也
d

」

以
制
器
者
山
川
北
パ
象
。
(
上
終
第
十
章
)

し
て
ゐ
る
の
は
関
白
い
?
と
閉
山
ふ
む

銚
問
中
日
，
初
爽
日
「
結
縄
免
抑
制
官
、

以
上
に
よ
っ
て
、
卦
象
、
交
政
は
大
鰐
明
僚
に
な
し
得
に
?
と
忠
ム
。

務
者
或
卦
或
式

路
城
は
「
体
交
官
肉
強
者
或
一
卦
或
λ
そ
ん
泊
二
定
之
例
。
」

、，s〆

f

h

1

b

設
-
e
p

日

、

圭

援

b

a

・

問
柔
相
殺
、
制
使
点
北
ハ
中
山
叫
ん
。
(
下
第
第
一
軍
〉

鈎
城
目
、
技
務
以
卦
言
。
否
務
斜
復
之
媛
、
克
也
0

•.•. 
開
柔
和
教
対
牛
一
務
北
。
(
上
篇
第
一
一
軍
〉

鈎
城
日
、
所
謂
繁
ル
仰
者
，
如
否
務
純
復
，

M
X
也。

間
粂
川
相
捻
が
卦
援
を
指
す
こ
と
は
銃
に
述
べ
七
議
り
で
ゐ
る
の
於
走
事

是
故
務
化
一
疋
得
予
台
市
消
有
税
、
象
事
知
器
.
占
一
弘
知
市
水
。

米
子
日
、
接
化
…
以
怨
、
故
相
獄
事
可
以
知
器
。

.
，
.
，
，
e
 

錦
城
日
、
必
獄
事
卦
象
。
山
車
交
郡
古
問
。

(
一
一
…
)

が
卦
に

ー
ク
ィ
主
へ
と
亘
ヨ
u
d
o
-
叫
霊
式
ヴ
ヰ
字
、

zs
グズ，
2
r
A
/

よ
J
1
りド
1
H
1
J
d
z
I
A一
…
ぶ
ド

j
r
d
m

ゐ
官

L
〆
J

i

，具、
f

1

-

e
、P
3

円
司

7
t
e
h

、ノ!、

安打引
tr，

g
立
-epu
合
間
別
れ
わ
刀

31
れノ

続
五
銭
と
は
将
総
じ
て
ゐ
る
。
占
は
後
述
す
る
が
え
に

此
烈
n
克
也
己
象
卦
象
。
〈
周
防
御
挑
氏
事
〉

っ
て
ゐ
る
。
交
例
に
よ
っ
て
明
か
に
し
七
い
。

に
卦
鎚
の
み
る
こ
と
ぞ
知
る
。

一
点
小
〉

《

3
3
J
'
X
5
Hジ
ザ
i
n
N
f

、、0

1
4ぬ

1
1
t
g

も
卦
後
で
ゐ
る
。

以
制
m
術
者
向
其
象
、
以
ト
笈
者
命
共
点
。
ハ
上
総
第
十
空
)

る
な
ら
ば
此

イヲ

/.;> 
つ

ら
ば
此
の
点
に
熔
A

了
。
援
は
卦
轡

み
る
べ
き
で
ゐ
る
。



ハ

ソ

率

二

内り
ι目

4
n
X
H
U
A

ρヤ
主

を

象
者
す
乎
象
者
也
。
交
者
一
…
一
口
乎
務
者
也
Q

.>.s 
夕、

錦
抜
日
‘
冊
目
乎
娘
一
之
縫
‘
え
之
鈴
也
。

此
に
よ
っ
て
援
に
交
獲
の
め
る
こ
と
お
4

知
る
。
錦
披
は
又
「
都
J

…
一
政
支
齢
、
受
ふ
一
一
口
交
襲
。
走
一
一
知
也
d
L

っ
て
ゐ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
。

一日 97 司{問降

六
交
之
説
、
易
以
実
。
ハ
上
篇
第
十
二
本
)

終
成
伯
問
、
六
月
大
愛
易
、
以
合
吉
凶
。

孔
筑
波
問
、
六
交
有
中
山
口
凶
之
議
、
…
努
um-
以
告
人
也
。

夫
総
況
の
例
と
し
て
器
げ
で
泣
か
支
へ
な
か
ら
う
と
思
ふ
。

(
四
)
間
柔
宮
北
M
笈

.，
 
•• 
附
柔
和
推
、
鋭
拠
在
英
中
央
。
ハ
下
篇
第
二
円
中
)

韓
東
伯
問
、
問
菜
料
数
、
お
八
卦
相
露
。
或
?
h
v

或
務
。
:
:
:
立
卦
之
義
、
別
見
於
象
象
。

孔
頴
詰
日
、
…
山
立
卦
之
義
則
見
於
象
象
者
、
象
袋
詰
卦
下
之
館
、
設
北
ハ
卦
之
義
也
。

悶
柔
和
推
市
生
繁
化
。
〈
上
篇
第
二
章
〉

孔
綴
連
日
、
明
主
パ
推
引
溜
生
雑
卦
之
義
山
由
。

援
に
述
べ
七
所
で
明
か
な
や
う
に
、
此
の
間
柔
和
推
は
卦
愛
を
表
す
も
の
で
ゐ
る
。
ょ
っ
で
錦
城
も
コ
一
一
口
乎
繁
之
費
、
交
之
嬰
也
。
和
推

之
媛
、
卦
之
鐙
也
u
」
と
一
一
誌
っ
て
ゐ
る
。

間
一
柔
者
立
本
者
世
。
時
俊
一
巡
者
趣
持
者
也
。
(
下
篇
第
二
本
)

経
康
一
伯
日
、
立
本
泌
卦
、
数
時
沿
え
c
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孔
貌
法
月
、
問
柔
設
立
本
者
一
也
者
、
立
北
ハ
卦
本
一
間
不
必
山
泊
。
刻
上
八
卦
成
列
会
十
代
北
ハ
中
山
犬
.
是
也
二
計
段
興
会
得
本
、
又
元
総
、
主
北
パ
持
。

故
賂
例
一
辺
、
卦
者
時
也
。
受
話
者
数
持
者
也
。
例
制
上
国
市
一
環
之
、
交
京
共
中
央
、
是
品
。
，

也

役
時
間
一
辺
、
交
者
趣
時
者

努
5ffi 

と
明
絞
に
述
べ
て
ゐ
る
。

は
唆
ル
仰
と
同
じ
で
あ
る
。
ぞ
の
一
惑
は
後
述
す
る
。
然
ら
ば
健
一
連
は
λ
大
変
、
制
問
柔
は
林
一
援
で
ゐ
る
の
設
に
錦
披
も
「
問
柔
主
卦
時
一
一
一
口
、

弘
之

Z
L
H
O
f
n
v
、，
F
Z芋

主
主
犯
ヨ
露

ハ
五
〉

a' 

怒
都
万
一
向
命
之
、
動
介
代
立
ハ
中
山
欠
。
〈
下
策
第
一
章
〉

主
人
有
以
見
天
下
之
動
、
;
;
・
是
放
説
之
交
。
(
上
篇
第
八
章
〉

鼓
天
下
之
勤
者
存
乎
附
M
J

〈
上
篇
第
十
一
一
章
〉

交
也
者
、
数
一
大
下
之
勤
者
也
。
〈
下
結
第
一
一
…
章
〉

心
ハ
交
之
動
、
一
…
…
M
m
之
道
也
。
(
上
篇
第
二
章
〉

錦
娩
日
、
ム
ハ
交
之
動
、
持
(
之
援
助
‘
符
児
被
係
之
的
始
動
。

以
上
は
え
と
勤
と
が
結
び
つ
い
て
離
れ
な
い
る
の
で
み
る
。
跨
っ
て
此
の
勤
が
交
を
将
す
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
此
か
ら
推
し
て
次
の
文

も
以 ~F:f
;引い背
教し
fな 1JJ.
1与ら
務..al， 
0 る
r)  0 

1<<c 

:;ft令

¥ーノ

挑
目立

!~l 

A' 

'hリ
J
?
I
J
写

J
u
e
嶋
、
主
ず
L

コ

車
mw
翠
刀
ノ
翠
f

以
上
に
釣
し
鈴
川
慨
は
火
の
如
く

一
…
一
日
動
一
孝
限
式
針
。

ね
て
結
論
し
て
ゐ
る
。

凡
言
動
者
、
皆
係
交
之
総
流
動
。



動
以
免
許
、
終
日
川
飛
腿
之
動
、
是
也
。

吉
凶
ふ
一
日
交
辞

¥
席
、
、
J

f
J
ノ
L

••.. 
m-三洋
三
百
j
p
b
J
3
0
ヘ
K
3
1持占

禁
A

正
佼
寸

f
n
H
Hノ
ヒ
ー
ト
i

k

/

ー

ー

:ziztyF

.••. 繋
辞
治
以
路
北
ハ
ケ
リ
凶
。
(
上
篇
第
八
章
)

••. 対
育
問
者
存
乎
辞
。
(
上
篇
第
一
一

ト
市
守
交
儀

斡
底
的
日
、
古
凶
之
欣
見
乎
交
。

以
上
は
吉
凶
と
僻
邸
ち
凡
人
?
と
が
一
践
を
な
す
も
の
で
あ
る
0

・
吉
凶
惚
害
者
、
生
ヂ
勤
者
也
。
(
下
請
第
一
章
〉

成
翻
回
、
動
諮
交
也
っ

胡
悌
一
吋
峰
問
、
致
事
指
所
伎
之
鍵
交
市
営
問
。

動
が
凡
人
で
あ
る
な
ら
ば
吉
凶
も
亦
交
に
箆
す
る
事
明
か
で
あ
る
。
孔
穎
建
は
「
上
段
一
式
動
十
代
繋
辞
之
中
、
動
別
有
吉
凶
悔
害
、
所
以
悔
官
官

免
在
乎
所
勤
之
中
山
W
Q
」
と
一
一
一
一
口
ひ
米
子
亦
「
吉
凶
惚
存
地
日
常
之
所
命
也
。
然
必
国
卦
交
之
勤
一
郎
後
見
己
と
述
べ
て
ゐ
る
o

二
者
卦
か
凡
人
か
の
考

へ
は
間
関
る
に
し
て
も
、
ぞ
の
辞
に
係
っ
て
ゐ
る
を
述
べ
て
ゐ
る
事
は
一
致
し
て
ゐ
る
o

然
ら
ぱ
辞
を
交
鮮
と
す
れ
ば
此
の
台
凶
も
亦
凡
人
に
属

岬押- 99同月時

ず
る
。六

ゑ
之
議
、
易
以
賞
。
(
上
篇
第
十
一
章
〉

此
の
寅
を
韓
注
に
従
っ
て
「
告
」
の
意
味
に
と
る
な
ら
ば
、
前
述
の
通
り
「
皆
吉
凶
」
の
意
味
に
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

ι

世
間
的
機
中
人
口
が
柔
に
麗
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
れ
土
相
表
裏
す
る
点
も
亦
交
に
属
す
る
こ
と
は
論
ぞ
侠
に
な
い
。
錦
城
も
寸
占
者
育
協
惨
害
之
z

影

山
泊
。
此
篇
…
広
綜
古
的
者
存
乎
静
‘
又
一
試
繋
辞
雨
明
言
凶
、
又
一
疋
繋
辞
…
治
以
勝
北
ハ
吉
凶
。
皆
パ
比
叡
也
ぷ
仇
…
則
占
者
間
胸
交
辞
也
に
と
一
宮
っ
て
ゐ
る
。

以
ト
筆
者
向
共
占
。
ハ
上
議
第
十
章
〉
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錦
域
日
、
占
え
之
官
凶
修
吾
0

• 
占
事
知
孫
。
ハ
下
篇
第
十
二
章
)

一
一
つ
北
ハ
ハ
一
一
じ
の
川
卦
笈
の
所
で
述
べ
て
一
。
い
た
。
均
二
一
一
一
占
に
就
て
出
て
来
る
が
他
と
の
関
税
上
後
述
し
た
い
。

〈七〉

九羽川
ゑ川判

裕
資
迄
に
列
挙
し
に
質
例
は
珍
大
韓
典
湘
一
的
な
も
の
で
ゐ
つ
七
。
典
型
的
な
ら
宇
と
も
少
く
と
も
、
比
較
的
終
日
か
に
解
し
ぬ
ら
れ
る
る
の

ば
か
り
で
ゐ
つ
亡
。
併
し
乍
ら
何
れ
の

鈴

に
於
て
も
、
き

の
用
例
が
整
然
と
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
忍
は
れ
な
い
。
政
に
易
経
の

沼
き
之
、

f

t

 
か
な
り
鈴
綴
る
み
る
や
う
ど
し
、

又
一
人
の
手
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
七
も
の
ピ
土
ば
思
は
れ
な
い
。
ぞ
れ
に
加
ふ
る
に
易
経
は

預
金
持
ん
で
ゐ
る
。
観
炎
武
の
防
御
J

山
口
は
専
ら
押
識
の

し
て
扱
っ
て
ゐ
る
。
一
米
涯
は
日
間
易
経
交
通
解
」
に
於
て
下
位
約
第
五
章
夫
地
刺
例
制
‘

荷
物
化
酵
の
ル
刊
熔
か
も
「
ル
山
形
治
安
敦
ル
仰
、
不
一
百
円
形
北
隠
す
牝
際
、
便
法
耳
。
L
L
し
一
一
一
一
口
ひ
、
錦
城
は
「
府
日
夕
品
会
巧
い
に
於
て
米
滅
的
上
九
余
の
不
知

節
也
を
「
北
パ
不
常
時
間
ふ
一
一
口
節
者
.
持
総
耳
。
い
と
述
べ
て
み
る
が
如
き
で
ゐ
る
。
叉
交
は
大
鰐
卦
の
中
に
合
ま
る
も

ω
で
め
る
。
隠
っ
て
問
者

の
問
に
被
然
七
る
限
加
を
立
て
符
な
い
も
の
も
あ
る
の
以
上
の
熱
か
ら
錦
域
が
「
繋
僻
詳
沿
い
に
於
て
例
外
'
と
し
て
取
扱
つ
に
も
の
、
又
は

私
自
身
疑
問
そ
持
つ
究
資
を
次
に
取
扱
っ
て
見
仁
い
。

卦

齢

・

え

象

(1) 

へ
ば
交
綜
合
指
す

ふ
こ
と
を
述
べ
て
お
い
亡
。
悲
し
之

ご
〉
(
二
〉
に
於
て
、
ゑ
と
寄
へ
ば
卦
象
で
ゐ
り
、
辞

め
る
な
ら
ば
、
衣
に
起
る
る
の
は
卦
辞
e

交
象
は
如
何
に
取
扱
ふ
べ
き
か
の
問
磁
で
ゐ
る
。
会
に
か
象
。
凡
人
公
の
二
つ
が
ゐ
り
.
附
断
る
亦
卦

辞
・
交
辞
が
ゐ
る
。
般
に
摘
に
引
川
し
亡
や
う
に
綿
娩
も
此
む

し
て

べ
て
み
る
の
役
は
黙
し
此
の
間
つ
の
も
の
が
存
布
す
る
こ
と
そ
認
め

七
ピ
け
で
あ
っ
て
、
此
に
恕
す
る
解
決
合
法
ハ
ヘ
て
み
な
い
。
唯
一
館
所
「
卦
象
一
品
、
交
辞
一
位
リ

っ
て
ゐ
る
成
立
以
は
解
決
に
約
す

る
示
唆
ヤ
興
へ
る
も

ω
で
は
な
い
か
と
蕊
は
れ
る
が
、
氏
と
て
卦
は
卦

ω中
で
も
え
は
交
の
中
で
の
向
怒
に
泌
ぎ
な
い
。
去
も
設
の
中
、
針

の
り
中
の
間
川
勝
に
縦
一
れ
な
い
。
然
ら
ば
繋
辞
体
中
に
は
卦
綜
e

ま
ね
]
股
山
戸

2
也、

s寸
a
，
必
吋
r

一uj
h

ふ
に
さ
う
で
は
な
い
ゃ
う
で
め
る
ヮ
版
…
め

で
b
A
ふ
り
ず
ハ
w

'
i
4
i
 



が
、
例
へ
ば
上
総
前
十

「
設
卦
以
来
情
俗
い
の
卦

ωA
如
き
は
後
越
の
如
く
卦
僻
で
み
ら
う
し
、

山
中
山
火
ょ
の
凡
人
の
如
き
は
ど
っ
し
で
も
交
象
と
解
す
べ
き
も
の
で
ゐ
ら
う
と
忠
ふ
。
そ
の
事
は
後
節
そ
れ
ぞ
れ
の
羽
下
に
於
て
述
べ
る
が
、
鈴

λ
丸
紅
立
ハ

'うえ

tf~ 

「
関
岡
市
一
之
、

減
が
例
外
と
し
て
扱
つ
七
も

ω
に
も
別
の
窓
味
が
護
什
ん
さ
れ
は
し
な
い
か
と
思
ふ
。

一
的
此
の
「
余
卦
裁
e

静
夫
僻
」
と
言
ふ
湾
へ
は
錦
城
以
前
に
於
で
は
鈴
り
見
ら
れ
な
い
。
ぞ
の
中
か
ら
主
な
意
見
合
翠
げ
て
み
る
と
、

繋
辞
を
以
て
交
僻
と
な
す
に
、
北
〈
け
九
州
保
守
旧
比
一
に
し
て
宋
代
に
次
の
二
人
が
見
出
せ
る
。

第
一
に
郵
税
で
め
る
。
伎
は
六
絞
耐
火
論
袋
一
に
於
て
「
繋
者
一
引
所
一
滋
之
料
品
。
一
一
尚
北
(
免
僻
各
聯
弱
於
卦
交
之
下
也
υ
い
と
一
一
沿
っ
て
「
い
が
大
体

一
一
口
繋
辞
者
五
、
符
将
交
辞
日
繋
齢
、
如
上
繋
一
日
制
劇
的
断
一
万
開
明
吉
凶
、
務
僻
以
隣
允
ハ
古
凶
布
二
。
日
般
市
一
辞
芯
市
命
之
。
孔
子
市
叩
拘
交
僻
以
匁
紫

齢
、
市
今
孔
子
総
A
u
m
之
文
、
会
上
下
川
明
治
僻
也
明
突
。
い
と
交
僻
そ
の
も
の
ぞ
紫
僻
と
な
し
、
叉
「
嬰
之
、
同
公
米
作
交
僻
之
前
、
以
卦
僻
匁
繋

針
。
夫
子
米
作
十
禁
之
前
、
以
凡
人
僻
匁
繋
辞
。
費
問
郷
玄
一
七
郎
米
体
日
出
之
前
、
持
以
象
象
丈
一
一
一
川
魚
紫
齢
。
故
夫
子
之
所
前
紫
僻
者
、
指
別
公

之
式
辞
…
一
向
言
、
後
入
所
前
繋
齢
者
、
持
夫
子
十
mm
均
一
向
性
一
向
山
初
己
主
守
口
っ
て
、
現
行
の
「
繋
辞
体
」
の
経
に
籾
常
す
る
「
繋
辞
」
が
交
僻
に
と
断

じ
て
ゐ
る
の
で
め
る
。

第
二
に
日
間
州
議
で
あ
る
。
役
は
古
m
m
m各
十
一
に
於
て
、
央
仁
傑
の
訟
を
引
き
、
「
築
史
稀
孔
子
政
府
好
日
併
設
之
、
意
編
一
一
一
絶
問
一
%
之
体
Q

額
帥
問
問
、
体
調
象
必
然
繋
辞
之
民
。
則
知
伏
議
文
主
同
公
之
作
、
同
日
h

米
議
紫
齢
、
百
十
翼
所
間
象
象
繋
辞
乃
立
ハ
体
也
υ
」
?
と
一
…
一
一
口
っ
て
、
「
危

之
体
'
い
の
偉
か
ら
設
き
起
し
‘
錦
絵
2

と
同
校
一
の
結
果
全
求
め
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
。
市
し
て
引
縫
い
で
「
古
終
笠
日
象
体
象
体
繋
辞
体
也
叫

んV
院
が
扮
孔
子
ゑ
辞
一
魚
大
山
訳
、
市
以
蒋
交
之
文
一
ね
小
象
者
、
案
易
国
有
丈
小
之
象
一
お
よ
と
一
一
一
一
口
ひ
、
叉
「

Mmm今
大
象
常
日
象
体
、
小
象
乃
孔
子

所
以
裕
夫
齢
者
、
な
'
問
繋
辞
体
也
。
夫
孔
子
韓
交
辞
之
文
珍
認
之
繋
辞
体
，
別
問
川
公
般
市
鮮
日
努
辞
可
尖
り
欧
防
公
日
‘
繋
者
布
所
般
市
之
諮
也
)

故
悶
‘
繋
辞
一
鴨
川
以
断
共
方
的
、
是
故
諮
之
凡
人
。
一
一
一
一
口
北
ハ
怨
諒
一
各
聯
露
英
一
交
岩
場
。
先
邸
孔
子
瓦
リ
指
交
野
忽
繋
辞
。
」
と
論
じ
て
ゐ
る
。
是
に
よ

っ
て
小
ゑ
が
繋
僻
体
一
口
と
い
ふ
事
が
切
か
に
な
っ
亡
が
、
仙
川
…
ふ
ら
ば
今
の
繋
辞
悠
の
行
街
は
ど
う
な
る
か
o

沼
氏
は
更
に
絞
い
て
畑
一
日
ふ
。
っ
際
経

籍
誌
序
詩
、
泰
焚
諮
問
、

mm以
ト
設
務
在
、
唯
夫
設
卦
一
一
…
語
、
後
初
内
女
子
符
之
。
按
一
今
設
卦
乃
止
一
話
。
故
先
鰐
同
抗
日
が
文
亦
有
亡
者
京
特
お

目-10L_.. -.. 
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い
Le}
作
品
数
か
ら
出
致
し
て
「
雑
炊
…
諮
交
辞
翁
繋
辞
，
謂
小
袋
一
筑
紫
蘇
体
、
別
今
所
諮
上
下
繋
者
復
例
名
茂
。
戎
日
ご
繋
常
詰
之
設
封
。

U
活
魚
一
…
一
話
。

M
M
儒
段
以
怒
川
僻
俸
一
%
小
ゑ
‘
市
上
下
繋
之
名
無
所
跨
‘
故
民
投
卦
前
向
的
制
名
之
、
北
ハ
資
本
一
流
卦
告
乙
?
と
今
の
繋
齢
体
九

以
て
設
卦
に
と
す
る
の
で
あ
る
。
司
令
の
遊
山
と
し
て
は
フ
欧
協
公
認
、
今
般
府
保
之
丈
、
雑
訪
日
向
之
諸
卦
リ
北
一
ハ
辞
非
ム
判
所
繋
、
不
川
村
諮
ウ
ん
繋
辞
Q

繋
少
級
友
鼻
水
…
亦
一
川
、
太
史
公
引
天
下
問
路
市
殊
誌
、
一
致
一
仰
い
け
康
一
潟
hum
大
停
、
別
渓
間
銭
関
米
嘗
以
今
府
筋
合
繋
袋
、
斯
北
(
免
枕
卦
敬
意
尖
ぷ

必留守一

L'v
述
べ
て
ゐ
る
。
か
く
て
今
の
繋
僻
俸
に
る
所
詔
一
流
卦
山
中
に
別
び
で
み
る
で
繋
辞
」
な
る
誌
に
就
て
は
、
次
の
如
く
詳
論
し
て
ゐ
る
。

「
桜
一
説
卦
一
昨
日
繋
僻
者
六
。
共
二
日
繋
辞
一
お
以
衛
共
有
問
、
是
故
前
之
久
。
此
不
作
ふ
一
一
口
市
明
者
。
共
一
日
立
象
以
設
窓
‘
設
卦
以
芯
総
川
侭
、
緊

館
一
治
以
設
立
ハ
一
一
一
一
打
。
此
際
家
一
…
…
恕
之
作
。
象
諮
伏
毅
六
十
円
卦
之
ゑ
刊
日
。
緊
制
女
王
府
公
象
辞
繋
辞
也
。
共
一
日
間
一
川
市
…
之
失
点
立
ハ
中
、
繋
辞

沼
市
命
之
数
点
共
中
。
塑
深
市
持
部
一
訳
、
繋
辞
万
回
命
之
、
所
以
間
約
え
也
り
(
比
二
日
日
仰
山
竹
内
余
所
以
示
也
。
繋
辞
一
品
川
所
以
背
山
泊
。

rr一
義
日
.

m象
前
七
八
九
六
。
笑
七
八
郎
久
之
一
小
援
者
。
九
六
郎
交
之
校
求
。
的
バ
…
則
此
査
所
持
亦
交
辞
世
J
兆
一
日
生
入
試
卦
翻
必
然
、
繋
辞
万
一
向
明
十
一
日

開
。
一
一
一
日
投
卦
所
以
観
め
が
ち
繋
辞
所
以
明
す
凶
J
X
師
。
民
一
読
象
辞
。
繋
…
式
能
。
故
日
、
象
者
一
一
一
日
子
議
‘
交
者
一
一
一
一
日
乎
務
。
文
日
持
小
大
活
存
乎
卦
.

野
中
…
口
凶
者
存
乎
針
。
此
背
…
立
見
廿
代
議
。
」
と
。
か
く
て
戸
川
氏
一
的
綜
女
忠
校
日
.
訴
え
僻
也
υ

純
一
冗
紫
持
説
亦
沼
海
刑
法
入
試
卦
翻
袋
、
繋
街
芯

市
明
巾
一
打
開
。
又
口
い
繋
僻
一
治
所
以
青
山
W

り
宏
指
向
公
之
所
忽
究
院
d

パ
ハ
説
卦
本
旨
及
桜
山
総
務
妨
之
宮
参
之
，
約
繋
僻
非
情
崎
将
失
跡
可
不
可
耶
乙

し
、
又
ぺ
或
以
象
鈎
夫
、
或
以
卦
針
問
、
日
卦
日
象
一
以
者
背
邦
夫
卦
続
出
官
。
日
交
日
続
J
X
者
皆
将
夫
交
一
郎
也
。
筋
一
A

…
日
之
別
日
卦
日
象
け
川

役
一
然
布
不
可
~
労
者
。
不
仙
川
…
礼
町
計
段
目
毅
突
。
安
得
ん
倍
以
繋
院
名
之
。
設
卦
凡
以
卦
問
問
交
一
…
文

交
問
僻
，
持
品
一
一
口
之
別
卦
M
M

朱
郎
、

和
的
己
主
説
明
し
て
ゐ
る
。

お
の
こ
人
は
共

ω論
戦
'
は
ん
刈
…
蹴
係
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

に
沙
つ
で
象
・
綜
金
銭
ベ
亡
、
一
十
危
な
者
た
し
て
、
次
の

0) 

(Vu
交
部
と
な
す
こ
と
に
於
で
は
同
じ
で
ゐ
心
。

制
判
例
な
皐
げ
件
A
Q
O

'r、、押同

一勺

J

P
を‘

ふ

4
A
L
1
y
ず

十

冊

博

〉

匂

ふ

+
L
l
s
i
J
h
J
3
4
R
ぷ

噌

切

J

1

f
4
f
b
i
人
心
ド

L
?
t
J
L

~ 
e〆寺、。

こ
・
£
ど
C
3
/
門
川

i
J
E
v

，ヲ
f

し
女
く

第
一
は
ん
本
の
で
あ
る
。
設
は

繋
鯨
有
一
…
…
。
繋
於
卦
ド
者
卦
之
部
省
。
如
位
日
五
一
?
利
点
、
均
日
γ
ル

hhγ
利
牝
お
貞
之
類
、

日
、
刑
法
入
試
卦
判
抗
議
、
繋
辞
芯
以



ョ
、
誌
は
w
ユ
訴
民
主
11
、
日
常
淀
川
刊
と
え
o

rl

百日

U
n
w
n
ι
l
e
e
J

“up
ん
ジ
旬
、

1
t
g
&
l
i
H
J
o
-
-
i
N
H
H
句

み

づ

〆

L
Hな
‘
ト
ル
ト
ヤ

i

之、
υ

霞
{
J
J
J
J
/

バ
コ
ク

此
指
交
之
僻
一
山
日

如
乾
初
九
日
潜
誌
勿
川
.
坤
初
六
日
版
活
保
一
氷
室
之
如
、

務
於
れ
が
後
者
十
仲
訂
之
紫

h
j山内川山小今
r
f
・1
0

一三
3
4
1
H
Y
一昨に

F

比
指
卦
之
僻
小
川
同
繋
辞
也
己
紫
於
え
下
宥
交
之
瀞
山
泊
。

又
日
務
引
附
J
h
h

…
同
命
之
、

故
朽?

f
~
1
i
?
J
u
ト
L

3

7

、、S
F
A
十

r
i
d
-
-
n
d
H
E
t
-
一ノ

ヌ
;
翠
j
ノ
完
骨
川
刊
行
心
訂

4
4矢
ど

で
め
る
。
後
は

有
交
之
袋
一
心
。
象
場
者
一
一
〕
日
乎
北
ハ
象
者
也
。

ベ
、
繋
辞
に
就
て
は
次
の
や
う
に
一
一
一
向
っ
て
ゐ
る
。

文
京
作
卦
辞
.
府
公
作
交
僻
、
週
前
之
繋
辞
。
仲
治
賛
二
聖
人
紫
辞
之
設
、
成
上
下
祭
、
名
目
紫
、
街
。
治
序
文
正
之
象
‘
市
名
北
ハ
篇
け
象

au
凡
繋
辞
所
裕
繋
辞
技
者
、
或
指
卦
節
、
戎
指
交
辞
一
m
J
u
n
o

如
中
一
人
設
卦
翻
象
繋
銃
一
万
一
間
切
吉
凶
、
持
卦
僻
震
一
般
品
川
貯
也
。
如
聖
人
有
以

見
天
下
之
動
市
叡
北
ハ
命
題
.
以
行
北
ハ
地
(
路
、
繋
一
鮮
が
以
路
北
ハ
宵
凶
、
是
故
制
約
之
元
。
持
交
僻
匁
繋
辞
也
。

一
一
人
の
窓
見
に
就
て
は
そ
れ
ぐ
の
俊
下
に
於
て
述
べ
得
る
か
ら
、
此
底
で
は
省
略
す
る
o

語字
O 

st 
i二

ナ
‘

1
4
r
h
l
r
一i
f
:
3
3
3
'
v
f
k
r
ロー》

・
羽
お
志
摩
新
古
ぐ
話
語
i

r:l 

え今

r
f
bパ
竹
川
M
O

~、ze
寸
E

/

イ
M
5
1
イ
L

、
不
以
沿
兵
也
ぷ

第
ご
は
ん
本
の

一

喝

w

ヘー

い

P
I
4
l山
μ

ふ
。
先
づ

「日家」

交
象
動
乎
内
叶
一
一
一
円
交
之
象
迎
。
力
投
卦
静
一
交
之
時
。

p

、、J
1

a

」
ワ
パ
ト
i

，ぉ

一
間
夫
子
料
品
弘
之
齢
、
亦

に
就
て
は
「
元
放
出
之
録
。

十
例
卦
之
め
引
か
。

北
ハ
象
日
共
乎
卦
凡
人
之
中
。
」

左
越

朱
子
や
斡
底
的
位
前
に
引
出
し
亡
文
に
え
る
如
く
、
そ
の
注
に
僚
か
に
部
分
的
に
見
ら
れ
る
行
け
で
、
鈴
技
の
述
べ
七
や
う
な
金
銭
に
渉

つ
わ
い
考
へ
は
な
い
ゃ
う
で
め
る
。
之
ど
「
日
知
鋒
」
や
ゴ
民
数
読
書
記
)
に
見
て
も

象
郎
女
王
所
紫
之
綜
。

象
者
卦
之
上
下
一
前
日
銀
、
及
府
象
之
六
交
o
m川
公
一
敗
禁
之
辞
也
。
文
主
作
家
辞
、
問
川
公
作
交
辞
。
〈
以
上
日
知
銀
各
一
〉

先
代
大
儒
郵
来
賓
法
等
或
以
潟
、
卦
下
之
象
辞
郊
主
所
作
、
交
下
之
象
辞
府
公
所
作
。
(
京
執
一
議
問
書
記
)

と
一
一
一
日
ふ
だ
け
で
も
奈
然
此
の
事
に
鰯
れ
て
ゐ
な
い
。
錦
城
は
米
子
一
か
此
の
事
を
知
ら
な
か
っ
七
と
言
っ
て
次
の
如
く
非
難
し
て
ゐ
る
。

米
子
不
知
之
、
故
北
ハ
所
税
特
係
結
縁
。

栄
子
不
知
之
、
故
北
パ
所
設
品
種
吉
之
も
非
熟
読
此
篇
者
。

ー~ 103戸?ー
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1
H
A
喝

しパス
-
j

卦
以
象
台
」
の

に
於
て

L
」
…
述
べ
て
ゐ
る
が
、

此
は
恐
ら
く
卦
象
む
卦
辞
か
ん
区

ふ
い
S

J

f

A

J

-

い
ト
ァ
4

‘44
A

I
L
τ
i
g
f
v
y
，J
1
 

J
i
-
-
ι
/
d
/
 

別
せ
ん
が
怨
の
笈
阪
で
み
ら
う
。
朱
子
の

'ζ
」
寺
J

司ハ
V

認
汁

BZ

-

4

j

i

 

}
'
手
、
，
s
h
ー

な

γ

戸

νLZ
♂
・
卒
中
七
雷

長
文

ふ
の
に
縫
い
て
ゐ
る
事
か
ら
凡
て
誠
に
冬
一
設
で

ゐ
ら
う
と
芯
ム
。
後
越
す
る
上
終
第
十

す
る
も
の
な
ど
は
切
か
に
卦
設
な
卦
儲
か
ら
引
離
し
て
考
へ
ね
ば
な

ら
ぬ
所
で
あ
る
。

は
か
な
り
の
所
迄
考
ヘ
及
ん
で
ゐ
に
・
も
の
で
ゐ
る
。
流
し
て
錦
抜
の
此
の
設
も
米
子
の
此
の

か
ら
汎
た
も
の
で
の

3
1
2
3
J
V今
f
u
w
a
l

ら
う
て
家
括
合

、p
'

、p
s

、.y
，、p

・
仲
ご
i

p

J

4

ム

μ
C
G
J
-
a
u
C
P
カ
二
1
L
ふ
L
斗
t

に
引
用
し
七
文
は
全
部
で
六
百
箔
所
、
そ
の
中
、
後
世
の
易
関
係
の

筒
所
で
ゐ
る
が
も
一
史
に
此
の
中
小
小
子
の
も
の
に
け
で
九
十
五
符
所
に
及
ん
で
ゐ
る
。
市
し
て
二
十
日
七
十
二
部
所
の
中
、
批
一
汁
の
加
へ
ら
れ
七

も
の
八
十
一
館
所
冶
ぞ
の
中
朱
子
に
針
す
る
も
の
五
十
五
街
所
の

に
及
ん
で
ゐ
る
。
錦
城

ω

こ
す
安

3
選
む
3

Z
も
江
主
も
ど
い
ほ

{
叫
主

v

i

夜間

V
J
L
1
f
'♂
メ

p
t

，q
h
v
F
i

白
い
。
朱
子
JT
除
い
て
は
、
徐
滋
十
事

多
く
引
川
さ
れ
て
ゐ
る
方
で
み
心
。

?
火
事
い
え

t
Lぷ
ぷ
火
火
二
冬
、

c
z
h
k
，v

一
二
恒
仁
イ
ノ
也
市
今
一
一

p
iふ
b
r
z
'
H河
、

料
分と

先

ん
な
討
を
紅
花
汗
月
号
者
立
と
話
。

一
ー
や
む
山
w
d
ρ
叫ん

rFμ
口
H
i

会
H
J
J
H
L
h
一
μ
h
r
H
J

孔
式
以
後
一
政
布
一
一
先
生
拝
。

1I1~ 
Ji'rf 
JlIJ 

先
似
…
有
入
、
後
ん
以
来
者
っ

加
一
万
以
博
識
劣
一
泊
、
立
ハ
絞
解
劣
取
北
京
時
的
安

JY1
，
R
1げ
に
リ
プ
~
江
川
知
勺
ミ
じ
H
M

位、
h
げん

dJI
、

t
v
r完
工
三
一
見
角
川
，
先
ヰ
ム
ロ
主
主
J

イ

折
一
次
之
以
立
案
内
で
好
一
似
住
市
町
大
成
者
突
。
敗
北
ハ
体
之
述
、
京
一
今
不
際
一
。
雑
有
攻
之

、
明
道
義
者
、
笠
可
不
山
之
子
。

上
故
山
。

っ
て
ゐ
る
の
に
山
つ
で
も
切
か
で
あ
ら
う
左
前
?
な
烈
し
鉛
域
自
身
も

4
J立
ハ
む
と
ち
〉
て
、

t
A
A
L
-史
)
子
〉
ー
は
I
Y
と
忍
主
L

一イ
g
b
'
v
d
J
静
ご
す
ま
古
一
C
H
o
p
i
f
j
i
t

る
一
一
各
本
'ph

五
十
九
均
三
八
十
一
歳
技
〉
の
時
完
成
し
れ
ん
と
忍
ば
れ
る
十
谷
本
の
間
正
も
か
な
り
和
議
が
ゐ

L
O
窃
か
仁
三
各
本
を
詩
改
め
七

表
。
〉

'po'、ペノて
J

F

M

，

i
'
t
n
ν
!
Z
L
J
d
v
i
t
 

ヌ-
jJ Ij 

J也、

に
肢
で
は
次
の
如
く
杓
遣
し
て
ゐ
る
。

へ
た
も
の
も
め
る
の

h
m
M
弘
合
乾
配
合
γ
利
点
、

町、k
'
F
H
1
、

心
h買
い
け

H
u
n，F
f
j
、，

，
伐
削
州
北
イ
筏

W
J叫ん
u
bノ
i
月

ノ

{
按
齢
者
、

市
女
詐
庁
、
苅

1
3淀
語
、

$
ι
F
s
e

げが齢、
3
1
4
1
1
1
f
ヴ〆

p
a

占
右
ふ
れ
凶
約
啓
之
州
問
。
〈

、、甲ノ

ト
打
者
古
凶
約
存
ω

ハ
十
各
本
〉



お
は
書
改
め
亡
例
で
あ
る
。

見
剛
一
来
初
日
如
、
就
各
夫
同
一
一
針
。
古
所
治
某
之
茶
、
後
品
作
所
消
娘
一
え
も
先
場
。
(
一
一
巻
十
小
、

月
上
下
元
常
予
附
ー
采
初
日
初
一
…
付
、
以
卦
緩
解
之
。

各
ヌi三
¥..../ 

亦
述
。
〈
十
谷
本
〉

や
ヤ
エ
J
U
L
 

ヘ
亡
例
で
め
る
の

L
し
〉
J

犯は
F
z

、、1
中
台
北
九

γ
〉

礼
H

F

O

A

M

ロ
メ
ノ

i

米
海
混
同
し
て
ゐ
る
匁
明
際
空
設
く
も
の
が
み
る
。

叉
序
で
乍
ら
後
述
す
る
上
終
第

一'一
寸
事
4
I険
A
m
-
-
B
3
.
3
A
T
J
Z
r

、ι
、念、

ザ
ヲ
せ
寸
ね
か
ん
目
当
主

れ
が
之
序
也
己

汀
川
町
守
，
ー
の
I
V
U

E
W
M
F

妙
れ

iノ
円
ゴ
ハ

に
到
し
で
ご
袋
小
小
、

ト
各
本
共
に
「
新
安
朱
氏
日
、
序
日
光
次
序
、
抑
制
卦
久
之
初
柊
。

明
日
日
マ
リ
号
s
二、
f
y
げ
リ
ψ

亡、

開
尚
一
川
弘
主
/
同
一
兵
d
y

亦
日
迎
。
」
と
一
一
度
水
認
し
て
ゐ
る
が
、

十
各
本
で
は
「
科
米
諸
公
無
知
之
者
。
繋
辞
之
所
以
不
明
也
己
主
者
加
へ
て
ゐ
る
G

以
上
の
如
く
錦
城
自
身
徹
応
を
紋
く
も
の
も
ゐ
り
、
P

、
」
3
』
九
し
叩
、
ノ
マ

i

一
ト
市
川
辺
UF'到
く

そ
の
る
の
に
一
概
に
仰
れ
と
も
決
し
難
い
も
の
が
め
る
。
北
ハ
等

の
も
の
が
}
出
来
る
に
け
次
に
扱
つ
で
行
さ
に
い
。

知
者
観
北
ハ
必
然
辞
別
忍
過
半
突
。
(
下
綜
第
九
章
)

応
敵
日
、

C
な
T
'
h
i
ャ
F
2
0

穿
露
圭
詩
性

T
し
授
は
わ
ち

1
4

、

?
ザ
主
主
仁
ト

象
辞
議
文
王
卦
下
之
辞
。

』
持
品
市
均
ま
、
ブ
該
γ
ル
ヨ
ぬ
け

H
f
B長
1
・
げ
度
予
・
h
i
L
ァ
ド
必

3

2
3
t
F
m前
よ

i~EfmJ
語
主
主
雷
字

?
と
言
っ
て
や
は
り
卦
辞
令
」
指
し
て
ゐ
る
。

此
践
に
家
辞
と
し
に
の
は

下
禁
有
抑
制
象
一
軒
一
許
耳
。
」

特
に
交
辞
と
斑
加
す
る
免
一
の
も
の
で
，

鮮
が
交
辞
一
で
ゐ
る
事
の
一
の
反
誌
に
な
り
得
る
で
め
ら
う
。

古
本
は
象
僻
に
作
る
と
い
ふ
の
も
向
じ

こ
と
で
あ
る
リ

「
交
之
辞
」

は
針
勾
の
関
係
で
、
他
の
酔
が
交

侭
し
よ
務
第
一

に
「
所
築
市
説
者
，

交
之
節
也
ノ
」

'
と
し
て
ゐ
る
が
此
の

の
鮮
で
な
い
と
い
ふ
反
設
に
は
な
り
待
な
い
。

• 
象
者
材
品
。
(
下
籍
一
第
一
一
一
一
章
〉

命
家
に
就
き
諸
家
の
設
す
も
う
少
し
開
い
て
圧
に
い
。

m ←....105情一一

凡
品
部
地
引
絞
論
一
卦
之
総
、

明
北
ハ
所
由
之
ー
平
一
者
也
。
(
同
州
易
降
例
〉

ギ
一
弼
問
、

諮
卦
ず
象
齢
者
、

孔
頴
迷
問
、

論
此
卦
之
材
徳
也
。

来
子
問
、
象
一
議
一
卦
之
材
。
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問
、
家
卦
辞
一
也
。
材
者
一
一
一
一
三
卦
之
材
対
。

mm
ら
ば
次
の
交
一
家
は
ど
う
な
る
べ
き
か
。

-
m
a
'
 

交
象
以
惰
言
。
(
下
籍
第
十
二
章
〉

朱
子
日
、
交
家
諮
卦
AK.
辞。

東
淀
日
、
交
象
者
卦
交
之
辞
硲
各
山
竹
北
ハ
情
。

此
文
は
凡
人
と
象
と
の
二
つ
、
的
ω
ち
卦
余
儀
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
滋
っ
て
北
ハ
の
上
の
づ
八
卦
以
象
台
」
の
象
は
卦
設
と
考
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
情
か
ら
殺
し
て
行
け
ば
次
の
例
は
之
を
設
明
す
る
も
の
で
ゐ
る
φ

a

，.，

a' 

古
川
円
以
情
議
。
〈
下
策
第
十
二
章
〉

• 

右
は
す
悶
か
ら
推
し
て
交
に
窮
す
る
。
又
一
土
弼
は
拘
引
が
時
例
に
於
て
「
央
交
者
何
や
ー

繁
一
者
何
也
、
総
m
侭
ケ
ん
一
附
お
山
ゆ
。
い
と

っ
て
情
係
官
交
に
屈
せ
し
め
て
ゐ
る
。
錦
叫
燃
は

也
。
屯
六
問
、
求
婚
緯
私
、
以
情
感
乎
初
也
o

m
一
ι

る
。
怒
ら
ば
情
と
情
協
と
は
同
じ
に
と
し
て
取
扱
っ
て
よ
か
ら
う
か
。

.
，
一
組
事
.

設
卦
以
議
桝
俄
。
(
上
総
第
十
一
一
堂
〉

ブ
ー
ト

L
'
h
l
'
'
ヲ
弓
ぼ
‘
》
コ

ー
じ
去
仁
躍
す
y
p
t

よ
っ
て
錦
抜
は
「
按
愛
川
市
遠
近
精
一
筋
，
待
以

に
封
し
て
「
情
侭
和
感
、
如
中
学
九
二
、
鳴
鶴
十
代
陰
、
以
情
感
千
五
、

不
布
如
、
以
鈴
感
乎
凶
也
。

凡
此
品
目
以
約
一
浪
者
也
じ
と
説
明
し
て
ゐ

J
'
J
O
 

F
4
2
ι
 

仙
川
一
…
ら
ば
情
か
ら
惑
に
換
し
て
行
つ
で
も
、

交
ふ
が
は
卦
式
辞
令
指

一
と
し

す
も
の
と
し
て
，
少
し
も
不
都
合
は
な
い
も
の
で
ゐ
る
。
決
に

の
如
き
も
卦
交
綜
と
取
る
外
な
い
。

a
q

《、，
A

》酬

/

ず

/

今

炎
治
者
数
此
者
物
。
魚
、
也
者
像
此
者
協
。

r¥ 
民F
z・
Au) 
ノ'../'....
!~) 

い
L
I
h
y
v
T
込
ぶ
Jts
、

t
e
s
g
L
r
i
h，J
イ

J

h

グ

L
K
子
ま
ル
引
っ

/
ノ
ニ

p
t
u
uが
/
L

交
象
勤
乎
内
之
訴
a に
謝
し
て
、

い
と
い
ほ
し
て
ゐ
る
。
錦
域
は
「
言
動
限
え
綜
、
州
以
下
怒
沼
…

人
上
の
交
と
象
t
F
4
仁
ゲ
)

ペ
で
例
外
'
と
し
て
取
扱
っ
て
み
る
。
批
の

け
で
、

そ
の
僚
政
も
仁
下
に
持
っ
て
来
七



も
の
で
あ
る
か
ら
別
々
の
も
の
で
み
る
。
関
っ
て
卦
と
式
と

交
の
二
つ
に
係
る
も
の
土
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
o

ぞ
の
交
味
に
於
で
鈎
技
の
「
士
口
問
交
辞
い
「
勝
一
卦
鑓
」
「
一
僻
交
僻
い

誤
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
忠
ふ
。、

是
故
殺
千
所
対
一
向
安
者
、
打
か
之
序
也
。
所
山
川
市
一
山
玩
者
、
交
之
辞
也
。
〈
上
篇
第
一
一
章
〉

陵
徳
明
日
、
れ
が
之
序
也
、
陸
序
議
也
。
京
一
訳
、
次
山
也
。
成
本
作
象
リ
(
終
山
内
終
文
)

す
も
の
で
め
る
か
ら
勢
、
そ
れ
な
受
け
る
下
の
官
閥
、
襲
、
砕
す
べ
て
卦

ふ
一
般
的
な
注
は

羽
小
女
世
向
、
序
郎
交
佼
也
。
限
的
此
交
之
校
、
別
沈
此
交
之
僻
・
以
斑
之
、
然
後
能
随
所
泊
目
安
繁
之
也
。
民
税
小
卒
、
…
川
一
手
作
品
邸
、
以
民

下
女
合
、
似
不
必
一
的
。
〈
応
対
仰
玩
辞
)

桃
配
中
問
、
序
九
凶
作
象
。
謂
卦
象
也
a

錦
城
日
、
主
弼
本
ち

mm之
象
作
日
m
之
序
。
繋
辞
中
、
佐
…
一
部
之
及
易
序
。
織
元
一
訟
一
向
。
民
税
本
作
h

然
、
結
符
円
光
一
止
。
科
朱
…
諸
公
、
無
知

之
者
。
繋
辞
之
所
以
不
明
也
。

序
を
象
と
な
す
こ
と
に
賛
否
問
論
が
め
る
。
錦
城
も
初
、
序
と
な
す
朱
往
な
引
い
て
「
亦
恐
」
と
し
て
ゐ
る
事
は
前
越
の
極
り
で
あ
る
。

• 

怒
葵
此
の
「
易
之
序
」
が
下
の
「
交
之
辞
」
に
籾
封
し
に
文
で
あ
る
こ
と
を
忍
ふ
が
故
に
，
寸
引
が
之
象
」
と
な
す
庭
競
本
に
賛
成
し
に
い
。

.• 

子
問
、
理
一
人
立
象
以
殺
意
、
設
卦
以
東
情
偽
、
繋
辞
一
括
以
議
北
ハ
一
一
世
間
。
(
上
篤
第
十
二
意
)

鈎
誠
一
は
此
意
に
謝
し
て
「
按
此
章
亦
象
卦
銃
一
…
…
者
封
一
一
一
口
。
」
と
す
口
ひ
、
「
繋
鮮
中
、
悲
卦
然
辞
一
一
…
者
、
階
此
二
章
耳
。
」
と
注
し
て
ゐ
る
。
二

章
の
残
り
の
一
章
は
上
策
第
二
京
「
主
人
設
卦
際
象
、
殺
到
…
辞
一
方
一
市
明
品
目
凶
己
で
め
る
。
二
章
共
に
卦
蓑
と
卦
辞
と
な
区
別
し
七
も
の
で
ゐ
ら

う
の
日
組
謙
が
「
設
卦
視
象
一
」
に
お
し
「
卦
謂
象
辞
」
と
述
べ
て
ゐ
る
一
帯
は
先
に
引
涜
し
七
文
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

要
之
、
卦
に
も
象
、
辞
が
ゐ
り
、
交
に
も
ゑ
‘
辞
が
み
る
の
で
あ
る
が
、
卦
の
主
た
る
働
一
き
は
象
に
夜
り
、
交
の
主
な
役
目
は
辞
に
十
代
る

‘.、、‘，

げ
か
設
に
、
繋
辞
体
中
の
象
、
辞
は
主
と
し
て
卦
象
、
交
辞
で
あ
る
こ
と
を
去
は
す
。
英
仁
傑
を
し
て
易
協
絡
に
於
で
つ
凡
此
者
(
家
裁
辞
〉
券

裳
錯
綜
設
之
、
殊
一
不
易
一
了
、
思
之
既
久
、
乃
知
北
(
匁
万
一
言
也
。
令
六
交
一
雨
露
卦
，
分
一
卦
一
一
山
怨
交
、
文
支
隊
紘
一
卦
以
繋
齢
、
市
北
ハ
一
綜
不
外

四回目 107戸ー『
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乎
交
、
問
川
公
維
分
六
交
以
潔
鋭
、
一
向
其
蘇
支
本
乎
卦
」

は
し
ゆ
る
所
以
で
み
る
。

O
M
 -

-

-

-

-

元
故
泣
子

M
m州
観
北
ハ
ゑ
一
向
…
坊
立
ハ
飯
、
動
別
競
北
ハ
脱
皮
河
…
北
北
〈
占
。
(
上
位
帰
第
ご
章
〉

孔
技
法
日
、
動
別
恕
北
ハ
第
一
間
…
坊
立
ハ
ト
ロ
者
，
一
一
日
君
子
治
行
、
同
(
動
之
持
、
別
税
北
パ
交
之
嬰
祐
、
初
日
玩
北
ハ
占
之
官
問
。

娩
配
中
日
、
象
卦
象
。
辞
象
続
。
援
交
。
レ
肉
交
辞
塩
。

鈎
抜
日
、
費
者
卦
之
Am也
。
占
者
交
之
占
場
。

象
卦
象
。
交
交
続
一
。
授
卦
之
鐙
化
、
否
ふ
挙
制
後
、
交
之
礎
化
、
沼
見
飛
躍
。
占
交
之
占
辞
世
口
凶
憐
容
。

此

文

は

錦

減

も

‘

つ

仁

り

、

卦

之

鐙

化

と

交

之

嬰

ル

仰

と

を

傘

げ

に

り

し

て

ゐ

る

。

朱

予

も

占

に

封

し

で

は

.

に
到
し
て
、

「
占
諮
北
ハ
所
伎
之
十
日
間
之
決
也
。
い
と
交
を
指
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

-

a

'

 

千
所
問
一
郎
安
者
Mm
象
也
。
所
探
百
…
坊
者
交
之
訴
也
f
…
'ptfm
一
合
は
し
て
見
て
行
き
に
い
。
起
と
版
、
動
y
y
h
ω

川
市
と
が
同
一
の
も
の
か
'
と
湾
へ
る
。

に
J

成
て
は
同
じ
く
上
第
一
品

此
文
の
前
に
め
る
「
nx
故
対

邸
ち
「
所
民
市
安
之
象
事
砕
い
「
所
数
一
向
一
流
之
授
、
占
」
?
と
な
る
。

;‘
?t
〉
了
、
J

J

率
二
Lr
人

え

も

畠

と

?

止
に
援
f

J

て
え
る
翌
十
七
ツ
髭
ヴ
し

す
れ
ば
卦
袋
、
卦
辞
、
交
灘
、
交
占
で
あ
る
。
従
米
の
解
料
は
ザ

へ
な
い
が
、
訴
が
卦
併
で
は
詐
泣
き
が
怒
ぃ
。

mm
…
ら
ば
肢
と
段
、
動
と
焚
と
は
そ
れ
戸
、
兵
つ
に
も

の
で
あ
る
。
州
防
と
換
と
が
一
つ
に
な
っ
て
‘
応
に
も
数
に
も
別
々
に
揺
す
る
の
で
み
ら
う
。

3
う
す
れ
ば
愛
は
や
は
り
卦
鎚
で
み
り
、

m
w
は

や
は
り
交
辞
で
あ
る
。
部
ち
卦
象
、
交
錠
‘

問
問
者
ハ
所
wm
市
川
賞
者
〉
安
滋
之
義
、
興
後
的
活
動
之
対
胤
(
突
。
爆
続
一
以
楽
作
畿
、
総
非
尖
。

交
ト
け
で
め
る
の
錦
按
が

左
越
ぺ
て
ゐ
る
の
も
此
の

b

跡
、
‘
・
f

s

s

'

z

s

s

r

ι
￥

，
択
に
お
叉
作
れ
と
も
鴇
え

•. 

，

Aesetltd 

紛
糾
動
以
利
言
、
吉
凶
以
情
議
。
是
故
結
成
緩
和
攻
阿
古
間
生
‘
誌
社
初
取
市
博
寄
生
.
情
的
相
感
市
利
窓
口
生
。
凡
易
一
之
情
設
問
不
和
利
付
加
山
内
J

戎
将
之
、
的
立
夜
。
ハ
下
請
第
十
…
… で

み
ら
う
。

し
難
い
も
の
〉
例
JT
翠
げ
て

ょ
う
。



•• 鐙
一
開
通
之
以
議
利
、
鼓
之
狩
之
以
夜
紳
。
(
上
総
第
十
ご
翠
〉

強
減
目
1

吾
川
出
ハ
楽
、
純
然
山
切
り
内
尚
一
合
問
不
利
汁
子
点
、
徐
州
M

滋
難
ο

常
務
川
川
財
成
締
結
、
以
左
お
氏
。
走
所
以
通
也
。

下
女
鼓
天
下
之
勤
者
存
乎
齢
、
交
之
俳
也
o
M
m
…
別
経
過
以
卦
言
、
政
側
件
以
交
静
一
…
一
一
口
獄
。

••• 
つ
い
え
'
h
i
寸
人
件
延
同
汁
う
ろ
J
7

一ハ
A
9

L
一μ
i
i
t
h
f立
し
古
毛

料
問
題
が
卦
で
め
れ
ば
i

利
が
卦
で
ゐ
り
、
前
立

ω
「
経
動
以
利
一
…
泣
い
の
縫
動
亦
卦
で
ゐ
る
。
叉
上
篇
第
十
二

e

-

-

-

下
務
第
十
二
章
「
情
協
和
感
市
利
容
や
…
」
へ
の
コ
ー
ス
を
と
っ
て
も
、
利
害
が
卦
に
な
り
、
結
っ
て
務
動
が
必
援
に
な
る
。
こ
、
み
ま
で
は
一

致
す
る
。.• 

道
有
縫
動
、
役
目
交
。
交
有
等
、
故
日
物
。
物
相
殺
、
故
日
文
。
丈
一
小
設
、
放
し
吉
凶
生
一
お
け
(
下
お
第
十
章
〉

錦
一
城
問
、
所
謂
滋
有
…
楚
動
、
故
日
交
者
.
上
繋
六
交
之
動
、
是
也
。
仲
略
目
、
道
有
愛
励
、
不
是
指
那
陰
陽
老
少
之
援
。
九
北
詑
卦
中
愛

動
、
如
乾
坤
ム
ハ
護
初
符
二
見
…
一
…
協
同
協
凸
治
一
ぬ
筒
便
貯
沌
有
制
使
動
、
所
以
諮
之
式
。
於
乎
鼠
倒
彼
此
、
何
不
法
之
淀
也
。

此
の
時
総
動
は
交
で
め
る
。
品
川
会
談
乍
ら
、
お
の
米
子
の

に
お
す
る
批
評
は
、
十
各
本
に
於
て
は
更
に
「
未
子
之
一
一
一
一
口
亦
不
可
駿
也
」
'
と
一
議

べ
で
ゐ
る
。

参
任
以
嬰
、
鈴
綜
北
九
数
‘
通
其
媛
、
議
成
天
下
之
犬
。
様
共
数
，
設
定
天
下
之
象
。
(
上
位
帰
第
十
章
)

f

錦
城
問
、
文
交
之
文
、
余
卦
象
。

町
中
一
人
能
知
天
下
之
人
稿
、
叉
能
活
天
下
之
事
襲
。
山
場
杭
考
栄
之
、
模
潟
比
擬
之
、
以
匁
六
久
之
授
、
以
忽
六
交
之
辞
、
以
怨

天
地
之
一
全
文
。

凡
γ
(

校
交
辞
共
同
文
。

一一 109一時

此
ζ

艶
し
で
は
朱
子
は
「
此
命
一
象
之
…
弟
、
愛
別
家
之
未
定
者
也
」
と
一
言
ひ
、
来
挺
は
「
通
参
伍
之
愛
知
卦
交
可
見
。
卦
者
文
之
大
者
。
故

日
成
一
天
地
之
文
」
と
一
員
っ
て
ゐ
る
が
や
は
り
鈴
城
の
設
を
是
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
つ
文
」
は
前
章
に
擦
っ
て
見
る
に
や
も
グ
「
交
」
と
の
繋

が
号
ぞ
考
ふ
べ
き
で
ゐ
与
、
叉
下
一
策
第
六
章
に
於
て
「
北
ハ
辞
丈
L

る
も
の
で
ゐ
る
o

叉
践
鶴
、
際
総
本
が

ふ
の
も
や
は
り
之
を
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交
の
字
ぞ
凡
人
の
字
に
作
る
に
援
り
て
も
之
を
設
拐
し
符
司
令
。
然
ら
ば
題
繁
は
交
で
み
る
。
級
数
が
卦
で
ゐ
る
こ
と
は

ふ
ま
で
も
な
い
。
部

し
て
遇
媛
、
愛
動
、
慶
一
通
皆
同
じ
で
あ
る
。
鈴
城
は

俊
市
過
ち
閉
山
ハ
惑
茶
髪
、
持
一
一
一
口
通
事
襲
。
立
(
議
会
問
。

臼
援
化
、
日
務
致
、
日
持
境
遇
n

見
上
下
繋
u

陰
域
紛
波
間
免
鬼
、
内
同
魂
愛
市
怨
…
紳

o
mハ
易
之
嬰
ル
仰
向
。

凡
繋
J

街
中
、
所
謂
織
広
泊
叩
泌
総
μ
皆
向
。

r
v

、
L
Z
W
二
戸
々
L
l
u
〉
r
f
f
t

北
一
く

C
'
h・4
3

0

乙

L
J
E
l
E
J
1
6
3三
日
記

J
τ
F
Z

口
問
先
遇
政
持
者
也
」
の
察
活
が
交
愛
で
ゐ
る
こ
と
も
践
に
述
べ
て
お
い
に
。
か
く
て
先
に
卦

耕
民
で
あ
る

に
上
続
第
一
八
章
「
町
一
一
人

つ
七
の
と
呉
る
。
於
走
、
受
動
、
受
話
に
卦
襲
、
交
愛
の
一
階
者
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
同
様
の

，.， 

者
以
見
天
下
之
動
珍
問
叡
北
ハ
命
題
い
の
命
活
と
い
ふ

.

.

 
，
 

•.. 

2

概
数
知
来
之
総
点
。
活
的
犯
之
綿
一
事
。
〈
上
篇
第

裁
知
的
被
N
M
.

設
費
一
組
卦
嬰
也
。

鈎
減
目
、
通
授
済
見
飛
路
之
援
，
一
台

が
ゐ
る
。
錦
或
は
「
合
通
興
援
語
、
大
路
和
問
」

L
」一…F
一
口
っ
て
ゐ
る
。

亦
向
。
一
挙
行
剣
道
。

前
識
の
所
に
よ
っ
て
判
断
し
て
行
け
ば
.
点
以
え
で
み
り
、
概
数
は
れ
で
ゐ
る
。
一
別
立
し
件
な
い
の
錦
減

か

妓

と

交

務

と

な

傘

げ

て

ゐ

る

。

叉

下

終

第

十

一

一

?

と

述

べ

、

仙

波

動

に

絞

く

受

話

、

遠

近

、

情

協

に

約

し

て
ぺ
砕
以
卦
え
す
い

ド
ぃ
封
し
で
は
右
の
如
く

伊
併
合
て
も

l
!
'
 

っ
て
ゐ
る
が
、
持
数
に
お
し
て
は
…

も
鰯
れ
て
ゐ
な
い
の
は
ど
う
い
ふ

7
b

・3
〉
〉
O

ト
U

〉
，
k
・
'
主
ニ
ヲ
J

C

1
J
6
4
f
b
s
u
F
4袋一
l
閉
ざ

I

t

t

も
卦
援
と
交
裂
と
df
認
め
な
い

次
に
閥
系
の
綿
製
は
如
何
。

河
川
放
問
柔
和
断
、
八
卦
相
縁
。
(
上
総
第
一

郎
一
柔
和
推
一
向
ー
忽
綿
製
ル
仰
の
〈
上
話
第
一

錦
城
は
コ
閥
系
一
組
殴
，

mm
第一

に
は
戸
行
く
ま
い
?
と
怠
ふ
。

一
堂
所
許
制
一
柔
和
携
、
判
然
別
義
」
と
し
て
み
る
が
、
い
こ
う
い
ふ
鼠
に

h

川
戸
川
河

ρ
4
H
f
υ
M
f』

d

J
山

n
u
n
-
J
y
y
i
d
-
t

，l



比
夫
之
陰
防
相
陣
也
い
'
と
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
唾
然
し
一
附
柔
相
推
」
を
卦
援
と
し
て
取
扱
ふ
の

ゐ
な
い
。
唯
附
柔
柏
蹴
に
暫
し
て

も
や
は
り
円
府
議
で
あ
る
こ
と
は
す
ム
セ
侠
亡
な
い
。
そ
れ
故
火
山
W

や
う
に
も
述
べ
て
ゐ
る
。

問
来
初
推
間
生
務
化
者
、
す
輩
、
問
、
来
初
降
、
八
卦
刺
殺
り
叉
「
卦
交
桧
防
法
相
捻
議
、
段
或
繁
陽
、
防
或
ル
刊
陰
(
袈
入
所
以
制
象
一
山
繋

館
、
数
人
所
以
関
治
両
市
求
卦
者
也
)
」
者
是
也
。
ル
小
子
所
解
符
尖
。

〉
内
は
引
絞
い
て
ゐ
る
朱
子

戸町1

イ
ゲ
卒
中
者
が
勝
手
に
加
ヘ
七
も
の
で
め
る
。
此
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
鈴

」
内
は
米
子
の
で
め
る
。
(

減
る
結
局
「
間
柔
和
削
除
」
と
「
問
柔
和
推
」
と
を
問
じ
も
の
亡
と
丸
仁
の
で
あ
ら
う
o

私
も
同
じ
に
と
忠
ふ
。

叉
動
か
け
〕
交
と
見
る
立
揚
か
ら
述
べ
た
錦
城
獄
特
の
鷲
見
が
ゐ
る
。
此
は
非
常
に
問
自
い
と
忍
ふ
。
参
加
じ
使
に
す
る
免
孔
穎
迷
、
朱
子
の

設
も
併
記
し
た
い
。

天
下
之
動
貞
夫
一
考
也
。
〈
下
篇
第
一
章
〉

孔
穎
一
巡
問
、
言
天
地
日
月
之
外
、
天
下
寓
物
之
動
、
松
正
乎
純
一
也
。
若
得
乎
純
一
、
別
所
勤
途
共
性
、
索
犬
乎
純
一
、
別
所
勤
話
其

襲
、
是
天
下
之
致
、
得
五
夜
一
也
。

朱
子
向
、
天
下
之
動
、
北
ハ
嬰
元
第
。
然
傾
現
知
古
‘
逆
現
則
凶
、
別
立
ハ
所
五
百
常
者
、
亦
一
環
雨
己
実
。

錦
披
日
、
按
一
者
一
気
之
僻
也
。
天
下
之
致
、
千
京
高
山
川
、
仙
川
…
一
向
占
笈
之
近
、
決
之
一
交
之
辞
。

朱
仲
略
目
一
理
問
口
尖
。
何
某
不
一
泊
之
誕
哉
。

間一111........ 噛

円。

八
卦
定
吉
凶
。
(
上
篇
第
十
一
意
〉

韓
康
伯

m.
八
卦
蹴
立
、
則
吉
凶
可
定
。

孔
穎
一
誌
日
，
八
卦
統
立
‘
交
ハ
誤
判
従
前
和
推
。
有
吉
有
凶
。
故
八
卦
定
吉
凶
也
。

何
一
れ
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
吉
凶
を
交
に
麗
せ
し
め
る
事
空
間
切
肢
に
認
一
蹴
し
て
ゐ
な
い
会
で
み
る
。
今
抱
一
引
用
し
て
楽
に
文
章
で
満
足
払

で主?
仁I

凶
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か
う
い
ふ
理
由
に
恭
く
る
の
が
多
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
錦
後
は
つ
一
一
一
一
日
吉
凶
供
え
齢
、
ル
仕
上
繋
第
十
一
室
、
有
八
卦
定

山
市
な
か
っ
た
も
の
は
、

吉
凶
之
総
」
?
と
述
べ
て
例
外
と
し
て
扱
っ
て
み
る
の
で
ゐ
る
が
、
下
祭
第
一

に
於
て
「
，
吉
凶
、
王
手
〈
辞
間
一
一
首
」
と
設
和
し
、
下
策
第
十
一
…

「
是
故
愛
感
相
攻
一
向
吉
山
生
」
の
所
に
於
て
「
吉
凶
引
が
耐
え
之
辞
退
」
と
断
定
し
て
ゐ
る
。
隠
し
て
そ
の
例
と
し
て
下
策
第
一

「
吉
凶
俗
芸

者
、
牛
一
乎
勤
者
也
」
と
「
台
関
見
乎
外
」
と
の
こ
っ
か
ι
翠
げ
て
ゐ
る
。
後
者
が
北
ハ
の
例
に
詰
る
こ
と
は
就
に
述
べ
三
辿
り
で
あ
る
が
、
前
者

は
や
は
り
(
六
)
に
於
で
述
べ
七
諮
り
交
辞
に
終
ら
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
嬰
之
、
吉
凶
も
卦
交
南
方
に
係
る
と
見
な
け
れ
ば
な
る
・
ま
い
と
尽

ム。
以
上
に
よ
っ
て
、
繋
辞
俸
に
後
対
さ
れ
た
「
ゑ
・
辞
」
の
中
京
一
突
な
問
題
は
す
べ
て
視
総
し
に
と
忍
ふ
。
「
袋
・
辞
…
な
る
誌
の
中
、
取
上

げ
な
か
っ
仁
る
の
る
み
る
が
、
そ
れ
等
は
必
川
町
七
認
め
な
い
が
故
に
そ
の
伎
に
し
て
お
い
亡
。
此
に
よ
っ
て
繋
辞
体
中
の
?
怨
・
綜
」
及
び

ぞ
れ
に
隣
給
し
た
も
の
に
は
大
競
一
定
の
窓
味
が
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
設
ら
か
の
例
外
は
み
る
。
?
と
い
ふ
一
m

併
合
知
り
符
七
?
と
思
ふ
。
市
し
て
此

等
の
も
の
が
や
が
て
繋
僻
体
製
作
者
及
製
作
年
代
探
求
の

と
な
り
以
し
な
い
か
?
と
忍
ム
。
ハ
一
一
丁
一

0
・
七
〉

「
大
足
L
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